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1　都　市　計　画

都市計画区域

大正8年4月、都市計画法が公布され,豊9年1月より施行された同法附則に基づき、本市においては、大

正1 2年7月当時の市域3,0 7 1haの全域を都市計画区域と決定、その後.大正1 4年に出水村、昭和6年に

自坪村と隣接町村が市域に編入されるに従って都市計画区域も逐次拡張し.昭和3 3年中島村の編入及び小島

下町、沖新地先の埋立造成事業の竣工後.旧市域1 4,5 2 4haが都市計画区域として決定された。

しかるに、昭和4 4年6月新都市計画法が施行されたことにより、 46年5月1 8日従来の都市計画区域を

あらため.隣接町を包含する熊本都市計画区域が設定された。

この間、本市は、託麻村を編入( 4 5年1 1月)し、市城は17,172haとなり、熊本都市計画区域の範囲

は、熊本市(含旧託麻村)、西合志町、合志町、菊陽町、益城町、嘉島町、飽田町、天明町、富合町の行政区

域の全域及び北部町の行政区域の一部で、昭和5 6年4月の市街化区域、市街化調整区域の見直しと昭和5 8

年4月の流通業務団地の建設により都市計画区域面執ま4 2,4 7 8 ha、うち市街化区域1 1,4 5 7ha市街化

調整区域31,021haで、熊本市はこの区域全域の40.4%(17,172 ha).市街化区域の80.0%(9,167ha)

を占め熊本都市計画区域の中核をなしている。

戦前の都市計画

本市においては、大正1 2年7月より都市計画法を通用し、計画の体系が次のように定められた。

昭和3年　　都市計画道路の決定

放射・環状式30,時線　延長64,000m

昭和4年　　用途地域決定　　　　2,8 0 0.5　ha

うち住居地域　　　1,73 0.2　ha

商業地域　　　　　395.7　ha

工業地域　　　　　566.2　ha

未指定　　　　　108.4　ha

昭和5年　　風致地区の決定　　1,0 7 0.5 9ha

本妙寺山、立田山、水前寺、八景水谷、江津湖、花岡山、万日山の7カ所

さらにm和6年・組合による区幽整理が施行され、今日の区画整理事業の基をなしている。

街路事業の施行は、産業・交通及び軍事的要求にそった道略から着手されたが、現在のような都市計画法に

基づく道埠づくりとはほど遠いものであった。しかし、当時施行された熊本駅・迎町国道交差点を結ぶ産業道

臥さらにそれを延長した子飼橋方面に通ずる道堵及び水前寺体育館・健軍市電終点間の都市計画道埠は.現

在の本市道路の根幹を7:!すものである。

戦後の都市計画

戦後、本市は戦災後興計也基本方針に基づき恒久的復興計画を策定した。

都市機能の向上、衛生の面、都市美の増進等、近代都市としての形態を整えながら急速な復興が行われる

ことを企画し・また・これらの観点から戦前決定された都市計画について、根本的に検討を加え、適正を欠く

ものについてはこれを改めることとした。

この結果、昭和2 1年用途地域、街時計由を廃止し、新たな計画による決定が行われ、同時に戦災地とそ

の隣接地域における土地区画整理事業として戦災復興土地区画整理事業が決定され、その後防火・準防火地域、

下水道、排水施設、ごみ焼却場、卸売市場等の衛生・清掃施設が決定された。経済り向上、交通網の発達に伴い、

市民の持家がさかんになるにつれ、郊外-とスプp-ル現象があらわれ、これに対処するため都市計画による

区画整理が施行されており、さらに新しい都市計画法により.昭和4 6年には、無秩序なスプロール化を防止

するため.市街化区域.市筒化調整区域の決定かなされた。

その後、市街地形成の状況及び住宅地需給の実態をふまえ昭和5 6年4月2日で市街化区域及び市街化調整区

域の第1回目の見直しがおこなわれるとともに、昭和58年4月30日には流通業務団地予定地(約5 3ha )
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が市街化区域に編入され市街化区域面積約9, 167 ha及び市街化調整区域約8, 005 haとなり約233 haの市街

化区域面積が増加した。また市街化区域内の一団の農地については、土地区画整理事業等を積極的に奨め住民の

意志による良好な市街地形成を図ることが考えられている。

市街化区域については、用途地域が設定され、開発許可制度により艮好な宅地供給のためとくに中規模以上の

土地の開発についての指導を強化している。また、土地の合理的な高度利用と都市機能の更新を図るため、昭和
6 1年3月熊本駅前北地区に高度利用地区を指定している。

(1)用途地域

ア　熊本都市計画用途地域図(次頁記載)

イ　用途地域の規模 (昭61. 4. 1現在)

区 分

都 市 圏 市 域 P + ㍗

容 積 率
建 ペ

い 率

後 退

Eg ffi面 積
構 成

比

全 都 市 圏

面 積 対 比
面 積 構 成

比

市 域

積 対 比

第 .1 憧 住 居 専
用 地 土盛

1 3 5 2 h a l l .8 " 3 .豆% 9 4 7 h a 1 0 .3 ' 5 5 - 7 0 .0 % 6 0 %
8 0

3 0 %

4 0
l a m

第 2 種 〝 5 ,8 0 9 5 0 .7 1 3 .7 4 ,5 5 8 4 9 .7 2 6 .5 7 8 .5 1 0 0
2 0 0

5 0
6 0

住 居 地 域 2 ユ 8 5 1 9 ユ 5 . 1 1 ,7 5 6 1 9 .2 1 0 2 8 0 .4 2 0 0 6 0

近 隣 商 業 地 域 3 3 6 2 .9 0 .8 3 1 8 3 .5 1月 9 4 月 2 0 0
3 0 0

8 0

商 業 地 域 3 6 7 3 .2 0 .9 3 6 7 4 8 2 .1 1 0 0 描
8 0

準 工 業 地 域 9 6 4 8 .4 2 .3 9 1 1 9 .9 5 3 9 4 5 2 0 0 6 0

工 業 地 域 4 4 4 3 月 1 .0 3 1 0 3 1.8 6 9 .8 2 0 0 6 0

計 l l ,4 5 7 1 0 0 2 7 .0 9 ,1 6 7 1 0 0 5 3 .3 8 0 .0 - - -

(2)高度利用地区

擾 類 面 琶
(ha)

建築物の延べ面積の敷地面積に対、 建築物の建築面意
建築物確 面積の最低限度する割合の最高限度及び鼻低限度 i)敷地面積に対す

る割合の最高限度最高限度 最低限度

高度利用地区

(熊本駅前北地区)
約0.5 6 0/ 1 0 以下 2 0 / 1 0以上 8 / 1 0 以下 2 0 Out1以上

(3)風致地区　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭61.4.1現在)

名 称 面 稜 位 置

花 岡山 . 万 日山 m 7 7 h a 横手 1 - 2 - 3 丁 目、春 日3 ォ4 - 5 丁 目、春 日町、池上町、戸坂町

八 景 水 谷 1 0 八景水谷 1 丁 目

立 田 山 3 4 5 清水町大字兎谷、同万石、寵田町上立田、同陳内、黒髪 4 ォ5サ6 ォ7 -
丁目

水 前 寺 1 0 水前寺公園

江 津 湖 2 3 8
出水 1 '2 - 3 丁目、江津1 丁目、健軍4 .5 丁目、湖東2 丁目、神水本町、
広木町、水源1丁 目、画図町大字下江津

本 妙 寺 山 5 5 1 島崎 3 -4 - 5 -6 丁 目、花 園 3 -4 -6 - 7 丁 目、谷尾崎町

千 金 甲 3 6 7 谷尾崎町、池上町、松尾町大字上松畠 、同松尾、小 島下町

計 1,5 9 8

(4)都市計画駐車場整備地区　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭61.4. 1現在)

位 置 面 積 指 定 年 月 日

市 中 心 街 1 4 3二9 h a 昭和 4 5 年 4 月 1 0 日

(5)防火地域及び準防火地域　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭61.4. 1現在)

地 域 名 面 積

防 火 地 域 9 5.7 0 h a

準 防 火 地 域 1,2 2 4 .8 6
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巨≡喜 第1種住居専用地域

TTm ru Hl 第2種住居専用地域
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(6)都市計画道路(昭61.4.1現在)

ア　道路網l図

区 分 路 線 数 総 延 長

熊 本 市 域 内 4 8 路 線
市 域 肉 約 1 8 9 ,0 7 0 m

市 域 外 約 2 9 ,8 9 0 m

熊 本 市 域 外 7 路 線 市 域 外 約 1 4 ,5 0 0 m

都 市 圏 5 5 約 2 3 3,4 6 0 m
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C> 都市計画道路 ( 市域肉 )
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イ　都市計画道路一覧

道 路 番 号
道 路 名 称 主 な る幅 員 延 長 (節 )

区 分 規 模 番 号

3 1 1 新 南 部 ～ 四 方 番 線
m

4 0
m

4 ,7 8 0

3 2 2 新 市 街 ～ 水 前 寺 線 3 6 4 ,4 2 0

3 2 3 弓 削 ～.近 見 線 3 6 1 5 ,4 8 0

3 2 4 近 見 ～.押 新 線 3 6 6 ,3 9 0

3 2 5 熊 本 駅 ～ 北 部 線 3 0 8 ,6 4 0

3 2 6 南 熊 本 駅 ～ 新 町 線 3 0 2 ,0 1 0

3 3 7 熊 本 駅 ～ 新 外 線 2 2 8 ,5 8 0

3 3 8 二 本 木 ～ 小 横 線 2 2 6 ,9 7 0

3 3 9 池 田 町 ～ 荘 園 線 2 2 1 ,5 2 0

3 3 1 0 子 飼 ～ 新 大 江 輝 2 2 1 ,8 7 0

3 3 l l ォa ^ ~ w * ォp 2 5 4 ,6 7 0

3 3 1 2 本 荘 ～ :犬測 線 2 5 5 ,0 5 0

3 3 1 3 水 前 寺 ～ 秋 津 線 2 2 4 ,9 5 0

3 3 1 4 野 口～ 清 水 線 2 5 一 1 1 ,7 9 0

3 3 1 5 清 水 ⊥ 竜 田 線 2 5 2 ,8 2 0

3 3 1 6 水 前 寺 駅 ～ 西 水 前 寺 線 2 2 1 8 0

3 3 1 7 東 町 ～ 空 港 線 2 2 2 ,2 1 0

3 3 1 8 南 高 江 ～ 富 合 線 2 5 3 ,0 7 0

3 3 1 9 弓 削 ～ 原 水 線 2 5 4 9 0

3 4 2 0 上 熊 本 ～藤 崎 宮 線 2 0 1 ,9 3 0

3 4 2 1 上 熊 本 ～ 細 工 町 線 1 9 2 ,9 1 0

3 4 2 2 砂 取 ～ 健 軍 線 1 8 2 ,1 9 0

3 4 2 .3 新 士 河 原 ～ 小 島 線 2 0 3 ,9 1 0

3 4 2 5 熊 本 駅 ～ 城 山 線 1 6 2 ,0 7 0

3 4 2 6 新 町 ～ 戸 坂 線 1 6 1 ,7 2 0

3 4 2 7 段 山 、 島 崎 線 1 6 2 ,2 2 0

3 4 2 8 戸 坂 ～本 妙 寺 線 1 6 1 ,6 3 0

3 4 2 9 上 熊 本 Jl- 法 成 寺 線 1 6 2 ,2 8 0

3 4 3 0 手 取 本 町 ～ 清 水 線 1 6 3 ,8 3 0

3 4 3 1 麻 生 田 ～ 弓 削 線 1 6 3 ,8 2 0

3 4 3 2 清 水 町 万 石 ～ 麻 生 田 腺 1 6 2 ,3 4 0

3 4 3 3 小 碩 ～ 清 水 輸 木 線 1 6 4 ,4 9 0

3 4 3 4 下 南 部 ～ 画 図 線 1 5 8 ,9 3 0

3 4 3 5 新 外 ～ 秋 津 線 1 6 2 ,8 1 0

3 4 3 6 出 水 町 国 府 ～ 東 水 前 寺 線 1 6 2 ,2 8 0

3 4 3 7 水 前 寺 ん画 図 線 1 6 3 ,6 0 0

3 3 3 8 新 市 街 ～ 御 船 イン ク一線 2 5 6 ,1 4 0

3 4 3 9 長 六 橋 ～ 川 尻 線 1 7 . 5 7 ,6 0 0

3 3 4 0 新 土 河 原 ～ 担 水 線 2 5 5 ,7 4 0

3 4 4 1 二 本 木 ～ 連 台 寺 線 1 6 1 ,3 5 0

3 4 4 2 大 窪 ～ 山 下 線 1 6 1 0 0

3 5 4 3 桜 町 、 段 山 線 1 5 7 6 0

3 5 4 4 南 千 反 畑 ～ 大 江 線 1 5 1 ,8 5 0

3 5 4 5 上 熊 本 ～ 弓 削 線 1 2 1 0 ,5 7 0

3 5 4 6 船 場 ～ 本 山 線 1 2 9 2 0

3 4 4 7 千 ,ffl - 田 迎 線 l 1 6 1 ,7 6 0

8 7 1 新 屋 敷 ～ 長 薄 線 4 1 ,5 5 0

8 7 2 南 高 江 ～ 元 三 線 7 1 ,8 8 0

4 8 路 線 市域 内延 長 1 8 i9 .0 7 0
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ウ　道路計画及び道路整備の規模別分類

(昭61.4.1現在)

53-ffl 道 路 計 画 決 定 延 長 (m ) 道 路 整 備 改 良 済 延 長 (m )

雷 街蔑
比 率 市 街 化

調整区域
比 率 今 計 比 率

市 街 化

区 域
進 捗 率

窺 晶 銭
進 捗 率 合 計 進 捗 率

区分 規 模

3 1 3 , 4 7 0

%

1 . 8 1 , 3 1 0

- 0

0 . 7 4 , 7 8 0

%

2 . 5 0

%

0 0

..

0 0

%

0

3 2 28 . 7 1 0 1 5 . 2 8 . 2 3 0 4 . 4 3 6 , 9 4 0 1 9 . 6 2 4 , 4 3 8 8 5 . 1 2 , 2 2 1 2 7 . 0 2 6 , 6 5 9 7 2 . 2

3 3 5 6 , 3 80 2 9 . 8 9 , 6 7 0 5 . 1 6 6 , 0 5 0 3 4 . 9 2 7 , 9 1 8 4 9 . 5 2 , 6 6 1 2 7 . 5 3 0 , 5 7 9 4 6 . 3

i

3 4 5 4 , 0 6 0 2 8 . 6 9 , 7 1 0 5 . 1 6 3 , 7 7 0 3 3 . 7 2 7 , 9 1 1 5 1 . 6 2 , 7 3 0 2 8 . 1 3 0 , 6 4 1 ' 4 8 . 0

3 5 1 3 , 8 8 0 7 . 4 2 2 0 0 . 1 1 4 , 1 0 0 7 . 5 1 , 9 2 0 1 3 . 8 2 2 0 1 0 0 2 , 1 4 0 1 5 . 2

8 7 3 , 4 3 0 1 . 8 0 0 3 , 4 3 0 1 . 8 2 , 7 0 0 7 8 . 7 - -
2 , 7 0 0 7 8 . 7

計 1 5 9 , 9 3 0 8 4 . 6 2 9 , 1 4 0 1 5 . 4 1 8 9 , 0 7 0 1 0 0 8 4 , 8 8 7 5 3 . 1 7 , 8 3 2 2 6 . 9 9 2 , 7 1 9 4 9 . 0

(7)駅前広場

(昭61.4.1現在)

広 場 名 面 積 m

熊 本 駅 前 広 場
2

1 4,8 0 0 m 都市計画道路 3 ・3 蝣 7 号 熊 本 駅～新 外 線

南熊 本 〝 3 ,8 5 0 〝 3 ・2 ・ 6 南 熊 本 駅～新 町 線

水 前 寺 〝 2 ,1 0 0 ′′ 1 6 水 前 寺 駅へJ西水前寺線

上 熊 本 〝 3,8 0 0 2 1 上 熊 本～細 工 町 線
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2　建　築　指　導

(1)建築確認申請状況

年 度

種 別 5 6 5 7 5 8 5 9 6 0

申

請

一 般 確 認 申 請 5 , 6 0 0 5 , 4 6 9 5 , 0 5 5 4 , 8 3 7 4 , 5 8 3

道 路 指 定 申 請 8 9 1 0 4 8 8 6 6 7 4

許 iJ 申 請 3 3 3 3 3 2 3 0 4 2

現

場

住 宅公 庫 中間 検査 1 , 6 9 1 1 , 7 8 9 1 , 3 3 7 1 , 3 5 8 1 , 2 5 9

〟 改 良検査▼ 4 6 0 4 0 4 3 3 6 2 6 0 2 0 0

検

査

- 般 建築 竣工検 査 1 , 2 7 5 1 , 3 4 8 1, 1 2 3 1 , 1 8 2 1 , 2 2 0

昇 降 機 竣 工 検 査 9 1 6 9 8 9 1 1 1 1 3 7

特 申 計 画 通 知 1 5 4 1 7 2 1 6 7 1 5 5 1 2 5

殊 講
工 作 物 申 請 8 7 1 0 2 1 1 0 1 4 6 1 7 3

(2)建　築相談

相 談 内容 年 度
5 6 5 7 5 8 5 9 6 0

確 認 申 請及 び用 途変 更 に 関

す る もの
84 4 8 54 926 800 9 39

道 路及 び敷 地 の 蹟道 に 閑す .

る もの
9 5 1 6 37 80 7 80 8 6 83

用 途 地域 . 建 ぺ い率 . 高 さ

の規 制 に 関す る もの
1,0 6 6 650 1, 2 11 90 1 1,2 82

施行 令 . 条 例 . 市建 築 基 準

細 則 に 関す る もの
61 1 178 66 9 79 7 1,4 43

日 照 に 関 す る も の 9 2 195 18 4 136 224

建 築基 準法 及 びそ の 他法 令

に 関 す る もの
1, 79 9 1, 597 1,58 3 1, 301 2, 1 84

計 5 ,36 3 4 ,1 11 5,3 80 4 ,743 6, 7 55

(3)建築f旨導パトロール等

ア　定期パートロール

違反建築の早期発見、防止を主目的に、東部班・西都班(各3人)で、週2回(火・木曜日)定期的

に2校区を単位としてパトロールしている。

イ　建築物防災査察

琵薬物防災週間(上期9月初旬・下期3月中旬)及び6月・ 1 2月・ 2月に特殊琵薬物についての防

災査察を実施しており、 60年度においては、ア-ケ-ド、店舗、病院、旅館4 9件を査察L,、 20件

を指導している。その他ビル等からの落下物防止の指導等も行っている。

り　一斉公開パトロール

違反廻築防止週間(1 0月上旬)の1日間を公開パトロールの日と定めて、市内全域にわたって違反

建築物の摘発、指導をしている。

6 0年度においては、共同住宅及び分譲住宅に重点をおき、 4 7件を調査し、 7件の違反を指導し

ている。
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(4)違反建築物取扱件数

(昭和60年度)

違 反 事 項 違反吉亥当法令 違反建 築物 件数
是正指導中の

もの
完結 した もの

確認申請手続 法第 . 6 条
32 件 2 件 So 停

構造耐力上必要 な規制 〝第 2 0 条 1 1

耐火又は簡耐 としなければならない建築物 〝第 2 7 条 1 1

居室の採光換気 についての規制 〝第 2 8 条

道路について 〝第 4 2 条

敷地 と道路 との 関係 〝第 4 3 条 2. 1 1

道路内の建築制 限 〝第 4 4 条 1 3 8 5

用途地域 内の建築 制限 〝第 4 8 条 1 1

建ぺ い率 . 〝第 5 3 条 2 2

建 築物 の各部分の高 さの制限 〝第 5 6 条 1 1

防火地 域内の建築物の規制 〝第 6 1 条

. 準防火地域 内の建築物 の規制 〝第 6 2 条 耳 2

内装制限 暮夏.壬崇酢 4

そ の 他 9 2 7

計 64 14 5 0

(5)優秀建築物表彰

熊本市では、昭和5 5年度より市民による美L,く住みよい衝づくりの推進と建築水準の向上を図る-

還として、企画、設計t施工が優れており、都市環境の整備に貢献していると認められる建築物につい

て建主や設計業者t建築業者を表彰するとともに銘板を贈ることとしているo ( 3年毎に実施)

実績　55年度　表彰建築物　6件

58年度　表彰建築物　4件
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3　公　園　緑　地

わが国では、戦後の急激を都市への人口と産業の集中によって、市街地の過密化や郊外の無秩序な開発がすす

められた。その結果、縁とオープンスペースは著しく減少し、都市の生活環境や景観は悪化しており、住民生活

に大きな影響を与えるようになってきている。

この縁とオープンスペースは、潤いのある風致や景観をつくり出し、気温をやわらげ大気を浄化するなど、環

境を保全するとともに、身近かな子供の遊び場や、日常のスポーツ、レクリエーションの場所、あるいは散策、

休息などを通して自然との触れあいの場所となり、住民の健康の保持と増進に大きな役割をはたし、また災害時

には、避難地として役立つばかりか、災害の拡大を防いだり、大気汚染、麻音、振動などの公害を緩和し、住民

の生命や財産をまもってくれるものであるO

本市は、 「森の者β」と語られるほどに豊かな「縁」に恵まれ、清例な湧水を誇Dにしてきた。これらの保全と

育成とは、次代vc対する私たちのtIっとめ1.であれ本市の将来像のひとつである「縁と水にかがやく明るい健

康都市」建設のための主軸ともなっている。

公園事業については、大正1 3年皇太子御成婚記念事業として、水前寺運動公園を建設したことに始まれ次

いで同1 4年、出水村合併と同時に出水神社庭園を市が借b受けて水前寺公園(現在、出水神社所有管理)とし

た。更に、同年二十三聯隊跡を大蔵省よ9倍b受けて、筏畑公園とし、また、苑岡山の登山道路の整備を行うな

どしてレ1る。

公園が都市計画公園として決定されたのは、昭和3 1年vE鍛冶屋町公園外3カ所が最初であD、翌3 2年戦灸

復興土地区画整理地区内の在畑公園外2 4カ所を追加決定した。その後用地買収、区画整理事業等によD、公園

用地を確保し、逐次追加して、昭和6 0年度未で公園・緑地・墓園をあわせて1 7 6カ所58 8.9Ohaを都市計

画決定している。

公園整備計画については、都市公園等整備緊急措置法に基づく、第一次(昭和4 7-5 1年度)第二次(昭

和5 1-55年度)及び第三次(昭和56-60年度)都市公園等整備五力年計画によって整備をすす

めてきたが、昭和6 1年度からは、第四次五力年計画がスタートしている。これは、第三次五力年計画にひき続

いて、

ア　公園整備の地域的アンバラソスを是正し、地域に密着した児童公園、近隣公園などの基幹公園の整備を積極

的にすすめること

イ　中心市街地にオープンスペースを確保するため、河川敷運動公園の整備を促進すること

ウ　t/クl)エーショソ需要の高まDに対処して、広域公園の整備をすすめること

を基本とし、昭和6 5年度未の住民1人当たりの都市公園の面積を7.4n?以上とすることを日額にしている。

昭和6 0年度未での本市の都市公園の整備状況は、 3 7 3カ所、 3 1 0.9 3haで、これは市民1人当たり5.61

rf(昭和6 1年3月3 1日人口5 5 4,0 62人を対象)の整備水準となっている.このほか民有地借地にj:る

まちの広場(昭和6 0年度末9 5カ所約6.3 0ha)を供用している。

また、これから緑とオ17'ソス-トスの保全と整備を図るための施策を総合的に展開するため、熊本市では囲の

施策に基づいて「線のマスターブラシ」を策定中である。

国の方針によれば、 「西暦2 00 0年(昭和7 5年)を目標に、確保すべき緑地を原則として市街化区域面積に

対しておおむね3 0%以上を標準として設定し、.このうち中核をなす都市公園等については、原則として住民1

人当たbおおむね20.0 irfを確保することを標準として設定する」こととされている。
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ションのための縁弧防災のための緑地というそれぞれの機能を備えた簸地の整備をすすめ、緑あふれる街をつ

くりあげていくことになる。

(1)公園の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭61.3.31現在)

種 別

都 市 計 画 決 定 ② 都 市 計 画決 定 し

てい な い が 供 用

して い る もの

供 用 して い る もの

( 檀) + u T> )計 画 決 定 (丑供 . 用

個所 琴 面 積 個所 数 面 積 供用率 個 所 数 面 積 個所 数 面 積

児 童 公 園

カ所 h a カ所 nf % カ所 nf カ所 in'

1 3 0 2 9 . 5 9 1 2 2 2 8 5 , 1 9 1 9 6 1 9 7 1 2 3 , 0 0 7 3 19 4 0 8 , 1 9 8

近 隣 公 園 15 2 5 . 5 7 1 0 3 ,2 9 7 4 0 1 2 1, 3 0 3 8 1 2 4 , 6 0 0

地 区 公 園 3 16 . 2 2 9 3 , 3 9 9 5 7 - I 2 9 3 , 3 9 9

総 合 公 園 1 56 . 0 1 5 2 6 , 8 9 5 9 4 I 1 5 2 6 , 8 9 5

運 動 公 園 3 8 3 . 7 2 7 0 7 , 3 0 0 8 4 1 9 1 , 2 3 3 3 7 9 8 , 5 3 3

特 殊

公 園

風 致 公 園 3 15 . 5 3 1 7 1, 8 5 9 1 1 0 2 l l, 9 7 6 5 18 3 , 8 3 5

歴 史公園な ど 6 9. 0 6 7 2, 8 6 1 8 0 3 7 2 , 8 0 8 9 1 4 5 , 6 6 9

広 域 公 園 1 12 6 . 5 1 3 9 0 , 5 4 9 3 0 1 3 9 0 , 5 4 9

緑 地 ll 2 0 8 . 6 1 8 1 0 1 , 7 2 3 4 1 4 1 5 7 , 9 7 6 2 2 2 5 9 , 6 9 9

墓 園 3 18 . 3 3 1 7 7 , 9 7 9 9 7 3 1 7 7 , 9 7 9

都 市 公 園 合 計 1 76 5 8 8 . 90 1 5弓 2, 6 3 1 , 0 5 3 4 4 2 1 8 4 7 8 , 3 0 3 3 7 3 3 , 1 0 9 , 3 5 6

ま ち の 広 夢 9 5 6 3 , 0 1 0 9 5 6 3 , 0 1 0

合 計 176 5 8 8 . 9 0 1 5 5 2 , 6 3 1, 0 5 3 4 4 3 1 3 5 4 1 , 3 1 3 4 6 8 3 , 1 7 2 , 3 6 6

(注)　供用面積には、都市計画決定区域を越えて供用されている面積を含めている

運動公園の中には熊本県民総合運動公園5 8. 3haを含む

(2)市民1人当たり都市公園面積

年 度

区

分

種 別

56 5 7 5 8 5 9 6 0

敬

面

積

人

当

面

積

数

面

積

人

当

面

積

& .

面

積

人

当

面

積

nf

敬

面

積

人

当

面

積

敬

面

積

人

当

面

積

m'
利用 中 の

児童 公 園
2 3 5

h a rrf

2 64

h a m B

28 8

h a

耳は

h a ni

3 19

h a

3 3 . 8 5 0 .64 3 5 .9 0 0 .6 7 37 .7 0 0 .69 3 9 .27 0 .7 1▼ 4 0 .8 1 0 .73

利用 中の

」 4 i 園 2 8 2 2 7 8 . 4 0 5 .2 1 3 12 29 4 .咲〉5 .48 33 9 2 9 9 .17 5 .50 3 57 3 04 .9 1 5 .5 4 3 73 3 10 .9 3 5 .6 1
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4　都　市　開　発

(1)区画整理事業

本市の区画整理事業は、戦前では昭和6年に組合施行による国府第-土地区画整理、翌7`年に水前寺区画

整理、大江東部区画整理を施行し、これに併行して耕地整理が各所で行われたが戦後は国の方針に基づく戦

災復興土地区画整理の着工を見た。

また市の東部地区においては、市施行による東部第一土地区画整理事業があり、そのほか市内各所におい

て、住宅地開発を目的とする事業が、組合等の施行により逐次行われており、戦前戦後を通じ本市では34

地区( 1,445.4ha)において、計画的な市街地が造成されている。

施行状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭61.41現在)
也 施 法 . 施 諺

可

m 公

共

施 紘 換 地 処 分

備 考区 行 分 n

面

年

月

歩 用

也

rr

年
*

*

公 年

月

処 面

名 % 類 積 日 率 率 度 餐 告 日 分 積

国府 第一 fi g -

* ja h a .婿 % % 昭 千円 昭 ha

完 了S～芝 17.3 6. 8.1 3 1 8.3 1 8.8 6- 16 47 1 7.3

水 前 寺 〟 〟 7 6、1 7. 5.2 7 2 9.6 20.9 7 - 1 9 174 1 9. 8.1 0 7 6.1 完 了

大江東部 〟 〟 2 1.1 7.1 2.2 7 3 1ー5 2 5.4 7- 18 4 3 1 2. 9.2 5 2 1.1 完 了

茂 岡 山 〟 n 2 7.7 1 0. 6.1 3 1 9.9 18.2 10 - 2 8 1 85 2 6. 2.2 8 2 7. 7 完 了

戦災復興 高 3～4

( 1 地区 )

8 4ー8

2 2. 7.1 9 2 2ー6 U ¥5 2 2~ 59 54 42 97 4 5.1 2.2 6 m .; 完 了

23.1 0.2 0 2 3.8 3 2、4 23 - 5 9 1792.428

1 工区

49. 3.2 8
2 〝
44.2.1 3

3 "
48. 9.ー8

4 〝
a a 8

5 "
50. 3.27

6 "
4 0..9.18

7 4.4

7 3.4

4 0.9

1 4、8

0.1

3.9

完 了

( 2 地区 )

2 0 7.5

健筆第二 県 3~ 3 2 6 2.9 2 8. 4. 1 1 5.0 2 4.6 2 8- 3 2 1.4 32 3 2. 6.2 0 2 6 2.9 完 了

t< m m - 組合 3~ 2 2 0.7 3 2. 7.1 6 2 3.1 3 2.2 32 - 3 4 6.3 00 3 4. 3.2 5 2 0.7 完 了

国府第二 〟 〟 gt9 3 3. 9.2 0 2 1.1 22.6 3 3 - 3 5 1 0,000 3 5. 5.2 4 9.g 完 了

城 東 共同 3～1 3.2 3 4. 3. 4 2 3.7 2 3.0 3 4- 35 4 60 3 5. 3.2 3 3.2 完 了

東部第一 請 3~ 3 2 3 5.1 3 5. 4.2 5 2 ⊥9 2 5.2 35 - 62

I

3,68 7,376

1 コニ 区
SC 6 1 282

56 7 + ll
5 53 3 . 30
6 57 . 5 . I

S4 8 11

571 5

18 . 8

換地処分完了清算 中

江津第一 組 合 3~ 2 1 5.0 3 6. 9.2 2 17.0 1 8.9 36~ 53 53,88 4 5 2. 5.1 8 1 5.0 、完 了 .

秋津 第二 〟 〟 12 1.3 3 8. 5.2 1 2 6.1 2 4.0 38~ 5 8 66 6.2 25

1 . 工 区
45. 8 . 27

2
49 1 . 12

a ′′
52. 4 . 14

2 9.7

5 2.2

3 9.4

完 了

清 水 〟 〟 14 5 3 9.1 2. 4 6 4.0 2 4D 39- 5 5 4 16.45 3
1 工 区
41. 3 . 12

2 ′′
d2 . 2 - 2

8.笥

5.7
完 了

江 津 湖

m 地
個人 3~ 1 1 5.7 4 1. 6.2 8 1 9す1 2 6.0 41′～42 7 6.80 0 4 2. 7. 6 1 5、7 完 了

長幕 団地 〟 〟 5.9 4 2.1 2. 9 2 1.1 2 5.0 42~ ォ 5 2.930 4 3. 9.1 6 5.9 完 了

万石 団地 ffl 」 3～2 3.5 4 2.1 2.2 1 2 1、5 2 5.4 42- 43 18,0 04 4 3. 4.l l 3.5 完 了

複 田 地 個人 3～ 1 2,1 4 2.1 2.2 7 1 6ー3 1 9、4 42- 44 8′43 4 4 4. 2. 1 2.1 完 了

託麻 団地 〟 〟 17.5 4 3. 9. i 2 7.5 3 0.6 43~ - 44 2 07,00 0 4 4. 3.1 8 1 7.5 完 了
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也 施 汰 施 罪

可

蘇 公

共

施 & 換 地 処 分

備 考
区 行 分

†了

面
午

月

歩 用

地

a

午

辛

莱

公 年

月

処 面

名 者 m 穣 日 率 率 皮 m 告 日 サ ォ

楠 団 地 個人

条 項

3 へ.1

h a

4 0.4

昭

4 4. 3.2 8

%

1 9.5

%

2 4.2

昭

4 4~ 4 7

千 円

45 1.445

昭

1 工 区
47 . 5 . 27

2
44 . ll. 8

3
45. 10. 15

h a

40.4 完 了

富 ケ 丘 組合 S ～ 芝 4.5 4 4. 9. 3 3 3.1 3 2.1 44- -45 H 7 50 4 5. 8.1 7 4.5 完 了

国 府 第 三 〟 〟 3.5 4 4. 9.1 8 2 8.T 2 2.2 44 ~ 46 2 50 00 4 6. 6▼2 1 3.5 完 了

津 ノ 浦 L臥 3 -M 6.5 4 5一 9.10 2 6.7 2 3.2 45 ~ 48 20 02 53 4 8▼ 3.2 6 6ー5 完 了

武 蔵 ケ 丘 〟 3 7.0 4 5.1 2.1 4 2 3.8 2 7.3 45 - 48 6 6 00 00 4 8. 5. 2 3 7.0 完 了

鳥 ケ 江 組 合 3～ 2 4.0 46. 1.2 6 25.9 2 0.1 46 ~ 52 5 8月07 5 2. 9.2 0 4.0 完 了

戸 島 南 台 〟 ′′ 4.2 46.l l. 8 2 2、4 2 1.5 46 へ.4 8 1 85 80 48.1 2. 1 4.2 完 了

出水 窮 二 〟 〟 9.8 4 8.1 0.1 6 2 4.8 2 1.1 4 8~ 5 1 27 8.47 8 5 1∴ 3ー 4 9ー8 完 了

出水 第 一 〟 〟 l l.9 4 8.1 2.1 4 2 4.2 2 5.8 48~ 5 2 38 53 77 5 2.1 0ー2 8 l l.9 完 了

水 前 寺 輿 3 ～ 3 5.7 5 3. 9. 9 2 1.9 6 0ー2 53~ 6 0 27 4 83 81

南 部 第 一 組 ロ S～ 芝 1 1 6.9 5 5. 8.l l 2 5.0 2 8.6 55- 67 9,0 18∫-00

佐 土 原 〟 〟 5.3 5 8. 8. 4 2 7.1 2 2.7 58 ~ 6 1 32 25 00

城 山 上代 〟 〟 1 3.2 5 9. 7.2 4 2 寸] 2 3.1 59 ~ 6 3 79 9,0 63

戸 坂 〟 〟 … 6 0ー 9.2 0 3 5.3 2 5.3 6 0へ6 4 60 8.000

田 井 島 〟 〟 6.5 6 0.l l.3 0 2 9.3 2 9、0 6 0へ6 4 52 8.000

八 王 寺
〟 ′′ 7I3 6 1▼ 1.2 9 3 0.6 2 4.1 6 0へ6 4 53 6.4 00

(2)土地利用転換計画策定事業実施地区

秋津第三地区　　　　　転換予定区域　　1 1. Oha (策定済)
健軍町山の神地区

八王寺地区

託麻北地区

島地区

域山上代地区

長嶺地区

龍田地区

小山地区

長嶺東地区

1a6ha C　〝　)

〝　　　　　　12.3ha(　〝　)

〝　　　　　　　30.Oha (　〝　)

19.4ha( " )

〝　　　　　　1 1.2haI　〝　)

〝　　　　　　20.Oha(　〝　)

〝　　　　　　10.Oha(　〝　)

27.Oha(_　u　)

〝　　　　　　82.Oha C　〝　)

上記地区は、農地が大部分をしめているが、市街化区域内であり、スプロール化されつつあるため、都市

的土地利用と暫定的農業的土地利用との調整を図りつつ、計画的市街地の整備及び農業的経営の改善を進め

る農住型土地利用転換計画策定事業を行っている。このうち城山上代地区は昭和5 9年7月に、八王寺地区

は昭和6 0年1月にそれぞれ土地区画整理組合が設立し、事業を実施している。また、その他の地区につい

ても事業化に向け推進中である。
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(3)市街地再開発事業

市街地再開発事業は、既成市街地における土地の合理的かつ健全な高度利用と都市機能の更新を図ること

を目的とし、昭和4 4年に制定された都市再開発法に基づき行われる事業である。

本市では、再開発事業を促進し、土地の高度利用を図るべき地域として、中心市街地、熊本駅周辺、唐人

町周辺等をあげている。

(熊本駅前周辺)

本市では、県都熊本の玄関口に相応しい街づくりを促進する必要から昭和5 7年度、熊本駅前地区16.5

ヘクタールを対象とした再開発事業基本計画を作成した.その中の熊本駅前広場の北側に接する春日1丁

目1 3番街区と1 2番街区の1部については、熊本駅前北地区第1種市街地再開発事業の都市計画決定(昭

和6 1年4月2 25 )がなされた。この駅前再開発の事業化により、熊本駅周辺のみならず、熊本市全域に

わたる再開発事業促進の.)-ディングプロジェクトとなることが期待される。

熊本駅前北些区策1-億市街地再蘭発事業
ア一再開発地区面積

0.5ha

イ　権利者構成

土 地 所 有 者 借 地 権 者 借 家 権 者 計

1 7 人 8 人 1 2 人 2 7 A

ウ　施設及び建築物

①　設計方針

幅員3 6メートルの都市計画道路を前面道路とし、駅前広場に接し、北と西を市道で踏まれることと

なる地区に、駅前としてシンボル性があり、地区コミュニティの中心としてコンベンション機能を充実さ

せた文化的付加価値の高い都市型のホテル(客室数2 0 6室)を中核とする施設配置を計画

構 造 鉄 骨鉄筋 コ ンク リ I ト造

規 模

地下2階、地上 1 4 倍、塔屋 1階

( 2 B -F - 芸= …慧票 妄芸芸警 6 F ~ l 4 F ホテル客室)

総 事 業 費 約 5 7 億円

施 行 期 間 昭和 6 1 年～ 6 4 年

②　建べい率及び容積率

地 目 面 積 建 築 敷 地 面 積 建 L築 面 積 建 築 延 面積 建 ペ い 率 容 積 率

5,1 4 2 irf 2 ,4 1 9 m 2 1 ,9 3 4 m 2 1 6 ,4 6 3 ㌦ 7 9 . 9 5 % 5 9 9 . 9 2 %

日

(注)容積率対象床面積(駐車場.ピロティ等を除いた面積)-14,51 3m2
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sMB^^^^^m
(1)河川の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭61.4.1現在)

河 川 名 級 別 川 幅 計 画 高 水 位
市 内

流 路 延 長

市 内

流 域面 頼
地 点

白 川 1 2 1 6.0
JTl

7.6 8 9、
2 6 .1 Km 1 3.8 2 �" 城 山半 田町 (入 城 橋 下 )

坪 井 川 2 2 5.0 1 0 .5 7 9 1 8 .5 3 4.0 0 手 取 本 町 (厩 橋 下 )

井 芹 川 2 3 1.5 8 .3 1 5 7.0 1 5.0 0 横 手 町 (四方 池 橋 下 )

松 尾 川 普 通 〔砂 防 〕 〔(4.0)〕
- 3 .3 2.8 3 松 尾 町 (皆代 橋 下)

天 明 新川 1 (準) 〔(1 5.0)〕a 3.4 ) (4 .4 8 0 ) 9.4 (2 4 5 ) 1 3 .9 0 (5.74) 八 幡 町 (国鉄 鉄 橋 下 )

加 勢 川 1 1 5 5.0 6 .6 4 1 5.0 3 3 .5 8 画 図 町 大 字 下 無 田 ( 中 ノ瀬橋 下 )

木 部 川 1 l l.0
-

5.0 2.5 0 元 三 町 (さ か ば橋 下)

u 1 2 5 5 .0 6 .2 9 1.7 0.2 9 緑 川 橋 の土 手 の堰 の 下

秋 津 川 1 4 9 .0 7.3 2 6 3.1 6.0 0 秋 津 町 (野 間橋 下)

薯 器 堀辿
1 6.5 8 .3 3

8.6
2.8 0 水 前 寺 公 園 鳥居 前

EH i7k 1 1 6.8 2 4 .7 5 5.3 0 新 南部 吋 ( 東 海 大 学 裏 )

木 山 川 1 5 5.0 7 .3 0 0 2.5 0.6 0 秋 津 町 (間 島 橋 下)

s * 1 5 9.0 7 .1 0 3 0.8 0.2 0 秋 津 町 (矢 形 橋 下)

近 津 川 普 通 〔砂 防 〕 〔(6.0) 〕
-

3.3 1.6 0 松 尾 町 不字 近 津 ( 鹿 島 神社 訂 )

前 川 (準 ) 4.0 (4 .0 ) 1 2 3 5 色23 5) 2.5 (0.7 5) 1.7 5 花 園 町 ( 1 号 橋 下 )

小 山 田川 普 通 〔(2.0) 〕
- 2.5 2 .0 0 麹 川 合 流 点

a m 2 〔砂 防〕 1 0 .4 9 .3 0 3 3 .0 3.1 0 島 崎 町 (麹 川 1 号 橋 下 )

健 軍 川 1 l l.6 7.5 0 l l.0 1 4.6 0 神 水 本 町 (第 2 湖 東 橋 下)

万 石 川 q =砂 閲 9.4 1 5 .9 8 6 1.8 1.9 1 清 水 亀 井 町 ( 清 水 橋 下 ) A

鳶 川 1 〔(4.2 )〕
I

1.5 1.5 8 東 野 4 丁 目 (糞 2 号 橋 下)

荒 谷 川 普 通 〔砂 防 〕 ( (3.5) -)
- 3.1 1.6 5 松 尾 川 合 流 点

平 川 普 通 〔砂 防 〕 9.0 6 .5 6 0 1.5 1.5 0 井 芹 川 合 流 点

谷 尾 崎川 (準) 〔砂 防 〕 〔(6一3 )〕(l l .2) 3.5 0 0 3.4 (0.9 5) 2 .5 0 井 芹川 合 流 点

成道 寺 川 普 通 C (3.8) 1
- 2 .4 8 1.3 7 井 芹 川 合 流 点

梶 川 普 通 し1.5.5)〕
- 2 .3 5 2.3 0 坪 井 6 丁 目 ( 熊 本 中央 自動 車学 校 前 )

兎 谷 川 2 l-i- ' I 5.0 1 9 .6 7 1 1 .6 5 1.7 0 清 水 町 大字 万 石 ( 万 石 2 号 橋 下 )

(注) (　)は準用河川指定区域〔 ( ) 〕は現況幅員〔　〕は砂防指定区域

(2)特別排水路

市民から都市排水について問題提起が多いことから、昭和5 1年度に行った市域(市街化区域)の現況調

査資料をもとに、都市小河川( 1 、 2級河川)、準用河川、都市下水路および農業用排水路以外の排水施設

として、新たに「特別排水路整備事業」を推進している。

特別排水路整備車業は、現在そのまま放置できないかなり広範囲な排水不良地区を対象として昭和5 2年

度から整備を行っているものである。

ァ　対象水路　花臥託麻、帯山、坪井、上熊本、長嶺、日向崎、高江、佐土原・春日、壷川、新大江、
麻生田、田井島(水前寺、東水前寺、稔木、田迎) 〔渡鹿、龍田〕計20本

( )は整備未着手、〔 〕は完了済を示す
イ　整備状況(昭61.3.31現在)

区 分 全 体 計 画 整 備 済 進 捗 率

延 長 (m ) 4 0 ,0 6 0 2 0 ,6 2 0 5 1 .5 %

事 業 費 (千円) !,4 3 1 ,3 5 6 3 ,1 8 4 ,9 5 4
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(3)総合的治水計画策定

市の周辺部においては都市化が急速に進展し、それに伴い局部的に水害が発生するいわゆる都市型水害が

発生する様になった。そのため、土地の利用状況、地勢的特徴及び流末河川、水路の能力等を勘案した総合

的な治水計画を策定するものであるo

調査年度　昭和6 0年度-昭和63年度( 4カ年)

6　下　　水　　道

下水道は市民が健康で快適を生活を営むための必須の生活環境施設として位置づけられるとともに、近年大き

を社会問題となっている公共用水城の汚染を防止して、自然環境並びに水資源の保全を図るためのきわめて公共

性の高い施設であ9、本市においても事業の最重要施策のひとつとして整備促進に努力している。

本市における下水道事業は公共下水道と都市下水路であD、公共下水道については当初(昭和2 3年)中心部

2 7 8haについて認可を受け、その後事業の進捗にあわせ逐次変更認可によb区域の拡大を重ね、現在の認可区

域面積は5,2 5 6ha (武蔵ケ丘団地市域分3 7haを含む)で、その完成目標は昭和6 7年度未としてい.るo

現在は、昭和6 1年度を初年度とする第6次下水道整備5カ年計画の中で事業を促進中であ9、昭和6 0年度

末の処理区域面積は　2,799 haとなっているo

都市下水路については、主として市街地内の雨水排除を目的として状況に応じて計画、施行を行っているo

公共下水道

の認可区　域

熊本電通学園
ゥ

㊦平田ポンプ場

ゆ川尻下水処理場
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(1)事業計画　　事業認可年月日　　昭和23年1 2月1 5日

着工年月　日　　昭和23年　4月　1日

完工年月　日　　昭和68年　3月31日

排　除　方　式　合流式、分流式 (昭61. 3. 31現在)

区 分 認 可 (A ) 実 施 済 (B ) 進 捗 率

B / A 糾

総 事 業

処 理 面 積 ( h a ) 5 ,2 5 6 2 ,7 9 9 5 3 .3

処 理 人 口 ( 人 ) 3 4 4 ,5 0 0 2 3 8 ,7 0 0 6 9 .3

管 き よ 延 長 ( m ) 2 ,1 9 7 ,3 0 0 6 7 4 ,3 0 0 3 0 .7

海 水 ポ ン プ 場 ( カ所 ) 2 0 1 3 6 5 .0

雨 水 〝 ( 〟 ) 5 4 8 0 .0

癖 末 処 理 場 5 3 6 0 .0

重 美 費 (千 円 ー 1 6 7 ,6 7 8 ▼4 3 7 7 7 ,2 6 5 ,7 7 6

国 庫 補 助 ( 〟 ) 7 5 ,0 9 3 ,5 0 9 2 7 ,6 2 5 ,2 3 4

県 費 補 助 ( 〟 ) 0 0

市 費 そ の 他 ( 〟 ) l l ,5 6 5 ,9 8 8 6 ,8 2 3 ,8 0 2

市 . 倭 ( 〟 ) 8 1,0 1 8 .9 4 0 4 2 ,8 1 8 ,7 4 0

連 台 寺 処 理 区

処 理 面 横 ( h a ) 1 ,3 5 3 1 ,1 3 6 8 4 .0

処 理 人 口 ( 人 ) 9 3 ,4 0 0 1 0 0 ,4 0 0 1 0 7 .5

( 城 東 苑 園 城 山 管 き よ 延 長 ( m ) 3 7 7 ,9 0 0 2 6 7 ,1 0 0 7 0 .7

春 竹 処 理 分 区 ) 中 継 ポ y プ 場 (カ所 ) 3 3 1 0 0

雨 水 〝 ( 〟 ) 4 4 1 0 0

秋 津 処 理 区

処 理 面 積 ( h a ) 2 ,6 1 5 1 ,6 2 6 6 2 .2

処 理 人 口 ( 人 ) 1 6 7 ,3 0 0 1 3 4 ,5 0 0 8 0 .4

( 東 町 健 軍 水 前 管 き よ 延 長 ( m ) 1 ,1 5 6 ,4 0 0 3 7 4 ,7 0 0 3 2 .4

寺 画 図 処 理 分 区 ) 中 継 ポ ン プ 場 ( カ所 ) 1 3 9 6 9 .2

雨 水 〝 ( 〟 ) - I -

川 尻 処 理 区

処 理 面 積 ( h a ) 6 3 1 0 0

処 理 人 口 ( 人 ) 3 8 ,4 0 0 0 0

( 春 竹 近 見 処 理 分 区 )
管 き よ 延 長 ( m ) 2 5 5 ,2 0 0 1 7 ,9 0 0 7 .0

中 継 ポ / プ 場 (カ所 ) 3 1 3 3 .3

雨 水 〝 ( 〟 ) 1 0 0

4 、 島 処 理 区

( 花 園 城 山 処 理 分 区 )

処 理 面 .積 ( h a ) 1 1 7 0 0

処 理 人 口 ( 人 ) 7 ,0 0 0 0 0

管 き よ 延 長 ( m ) 8 7 ,2 0 0 0 0

中 継 ポ ン プ 場 ( カ所 ) - . I .-

雨 水 〝 ( 〟 ) - - -

武 蔵 ケ 丘 団 地

処 理 面 積 ( h a ) 3 7 3 7 1 0 0

処 理 人 口 ( 人 ) 6 ,6 0 0 3 ,8 0 0 5 7 .6

処 理 区 管 き よ 延 長 ( m ) 1 3 .2 0 0 1 3 ,2 0 0 1 0 0

( 市 城 分 の み ) 中 継 ポ y プ 場 ( カ所 ) - .

雨 水 〝 ( 〟 ) -

北 部 流 域 関 連
処 理 面 穣 ( h a ) 5 0 3 0 0

処 理 人 口 ( 人 ) 3 1 ,8 0 0 0 0

処 理 区

( 堀 川 浦 田 清 水
管 き よ 延 長 ( m ) 3 0 7 ,4 0 0 1 ,4 0 0 0 .5

m
処 理 分 区 )

中 継 ポ ン プ 場 (カ所 ) 1 0 0

雨 水 〝 ( 〟 )
-

行政区域人口に対する進捗率(昭61. 3. 31現在)

行 政 区 域 人 口 処 理 人 口 .進 捗 . 率 .

5 4 4 ,7 6 6 人 2 3 8 ,7 0 0 . 人 4 3 .8 %
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(2)下水道使用料(雷昌9,笠3j?2
in冒呂禁)

m

使 用 料

基 本料金

従 量 料 金

第 1 段 第 2 段 第 3 段 第 4 段 第 5 段

水道水

一般家庭用及

8 m3以下

1 5 0 円

9 m $以 上 l l m 3以 2 1 nf以 5 1 以 2 0 1 nf

1 0 ms以 上 2 0 m3 上 5 0 上 2 0 0 以 上

1 1刺こつき

び営業用 汚水

(公衆浴場用

汚水 を除 く0)

下 以下 以 下 mB以 下

によ る

汚 水
1 Tがにつ き l m Sにつ き 1 mSにつき 1 Iがにつ き

2 o m 2 5 円 3 0 円 3 5 円 4 0 円

公衆浴場用 汚
水 1 I剖 こつ き 5 円

水 道水

以外の

水によ

一般家庭用汚
衣

1 世帯につ き 1 5 0 円

営 業 用 汚 水

2,0 0 0 i㌔以 下
1 I刺こつ き 1 5 円

2,0 0 1 ma以上 5,0 0 0 m3以下

( 公衆浴場用 1 I刺こつ き 3 0 円

る汚水 汚水を除 く0) 5,0 0 1 nf以上
1 m Bにつ き 4 0 円

公衆浴場用汚
水

1 I刺こつ き 5 円

(痩)公衆浴場用汚水とは、公衆浴場入浴料金の統制額の指定等に関する省令(昭和3 2年厚生省令第
3 8号)に基づき熊本県知事が定める公衆浴場入浴料金の統制額の指定の適用を受けるものから
排除された汚水をいう

小規模下水道使用料

種 類

使 用 料

基本料金
従 量 料 金

^ 1 e t 第 2 段 第 3 段 第 4 段 第 5 段

江

水道水によ る汚水

8 m 3以下

1 0 0 円

9 m 8以上 1 1 以 2 1 m8以 5 1 m 3以 2 0 1 m3
1 0 m 8以

下 1 m 8に

上 2 0 m3

以下 1 m 3

上 5 0

以下 1 Iが

上 2 0 0
㌦以下 1

以上

つ き につ き につ き ㌦につ き

3 0 円
津

潤

団

也

l o 門 1 5 円 2 0 円 2 5 円

水道水以

外の水に

一般家庭

用 汚 水
1 世帯につき 1 0 0 円

営 業 用

汚 水

2,0 0 0 m 3以下 1 mBにつ き 1 0 円

よ る汚水 2,0 0 1 以 上 5,0 0 0 m 3& .下 l mSにつ き 2 0 円

5,0 0 1 以 上 1 m3につ き . 3 0 円

棉

団

也

水 道 水 によ る汚 水
熊本市下水道条例別表 の規定中水道水によ る汚水 に係 る使 用料の規 定の例

によ り算定 した額

水 道水 以 外の 水 に 熊本市下水道条例別表の規定中水道水以外の水による汚水 に係 る使用料の

よる 汚水 規定の例によ り算定 した額

徴収方法　水道水一一水道局へ調定金額の9%で徴収委託( 6 0年度委託料72,673,603円)
井戸水一一株式会社肥後集金センター-収納した納入通知書1件当たり1 0 2円5 0銭で徴

収委託　　　　　　　　　　　　　　( 6 0年度委託料1,333,923円)
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(3)受益者負担金(雷雲::芸12^19
8#1呂詔謡)

受益者の負担金額

欄酌i'Jl--1

3.5 ×　斌課区域内の受益者の土地面積
負担区域総面積× 0.8

単位負担金額　lI㌔当たり　200円

徴　収　方　法　　原則として一括納付、ただし、受益者が分割納付を申し出た場合は、

3年間の1 2回分割

(4)水洗便所普及状況及び貸付金

種 別

年 度
処 理 人 口

処 理 戸 数

( 世 帯 )

水洗 便 所 設 置

戸 数
水洗 便 所 人 口 普 及 率 .㈲

5 6 1 8 9 , 4 0 0 5 4 , 1 1 3 4 7 , 4 8 8 1 6 6 , 2 0 9

9 2 . 2

5 7 2 0 6 , 0 0 0 5 8 , 8 5 5 4 9 , 7 3 4 1 7 4 , 0 7 0

5 8 2 1 7 , 8 0 0 6 2 , 9 2 3 5 3 , 7 1 1 1 8 5 , 6 0 2

5 9 2 3 1 , 4 0 0 6 7 , 6 9 5 5 9 , 6 7 7 2 0 2 , 6 0 5

6 0 2 3 8 , 7 0 0 7 3 , 6 6 0 6 9 , 3 3 4 2 2 0 , 0 7 2

貸付金額1戸につき　195,000円以内

貸付期間　30カ月

返還方法　無利子、 3`0カ月以内の月賦均等償還

貸付条件　o市内居住者

o返済能力のあるもの

o市税を滞納していないもの

o保証人1人

貸付金　(昭43. 1貸付開始)

種 別

年度
貸 付 個所 数 ^fy flS

4 2 ~ 5 6 2 1,0 93 カ所 1,9 22, 91 2 千円

5 7 1,0 92 185, 976

5 8 1, 249 217, 75 9

5 9 1, 613 235, 7 87

6 0 2, 25 1 273, 590

計 ′ 27, 298 2, 836 ,0 24
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(5)終末処理場

種 別

処 理場名

処 理 面 積 . 処 理 人 口 敷地面積
処理能力水量

( 日最大 ) .
処 理 方 式

連台寺下水処理場

計画 1,3 5 3 h a 9 3 ,4 0 0 人 r#

9 3,9 0 0
1 4 5.8 0 0 ""la 標準活性汚泥法

5? S 1,1 3 6 1 0 0 ,4 0 0 9 3 ,9 00 1 4 5 3 0 0 〟

秋 津 下 水 処 理場
計画 2,6 1 5 1 6 7 ,3 0 0 1 2 0 ,4 0 0 1 5 2 ,0 0 0 ′′

実績 1,6 2 6 1 3 4,5 0 0 1 2 0,4 0 0 7 0,0 0 0 〟

川 尻 下 水 処 理場
計画 6 3 1 3 8.4 0 0 12 3,0 0 0 4 1,3 0 0 〟

m m 0 0 1 2 3,0 00 0 ′′

小 島 下 水 処 理場

計画 1 1 7 7.0 0 0 11 5,7 0 0 5 ,3 0 0 〟

n *a 0 0 1 1 5,7 0 0 0 〟

武 蔵 ケ 丘 団.也

下 水 処 理 場

計画 6 3 (円市分 3 7 ) 2β00 (円市分6β0 0 ) 4 ,0 0 0 3,0 0 0 〟

m m 6 3 (円市分 3 7 ) 8,4 0 0(円市分3β0 0) 4 ,0 0 0 3,0 0 0 ′′

北 部 泳 城 関 連

処 理 場

計画 5 0 3 3 1,8 0 0 - - -

実漬 I - - - -

名　　　称

所　在　地

建設年月日

建　設　費

名　　　称

所　在　地

建設年月日

建　設　費

(6)都市下水路

連台寺下水処理場

熊本市蓮台等町920番地

昭3 9.9-61. 3 (昭4 3.1.6運転開始)

総額11,973,421千円

川尻下水処理場

熊本市元三町1 230番地

昭5 6.4-573 (昭6 2.4運転開始予定)

総額　8,196,146千円

秋津下水処理場

熊本市秋津町秋田5 3 4番地

暗45.8-613 (昭47.12.1運転開始)

総額　9,727,097千円

武蔵ケ丘団地下水処理場

菊池郡菊陽町津久礼3 95 1番地4

倍46-61.3 (昭48.4.5運転開始)

総額　220,191千円

水 路 名 延 長 排 水 面 積 備 考

高 橋 下 水 路 7 7 9 ' 1 5 9 h a 3 3 ~ 3 5 年度 事 業 完 了

旧 井 芹 … 〝 9 1 8 4 1 3 5 ~ 3 7 〝

春 日 〝 1,3 1 7 6 3 3 4 - 3 7

秋 津 〝 1,4 6 3 8 5 3 8 ~ 4 1

帯 山 〝 1,4 7 4 7 6 3 9 へ′4 1 〝

出 水 〟 1,3 7 0 4 1 4 2 ~ 4 6 〝

段 山 〝 4 6 7 3 8 4 5 - 4 8

新 南 部 〝 6 6 8 4 3 4 6 一-4 8

山 ノ 下 〝 1,0 5 8 5 7 4 8 ~ 5 6 〝

湖 東 〝 9 8 3 7 7 4 7 ~ 5 6 〝

秋 津 〝 2,4 1 0 2 2 8 5 0 ~ 5 6 〝

竜 田 〝 8 3 0 9 5 5 5 ~ 6 2 事業 実施 中

月 出 〝 2,0 0 0 8 1 5 5 ~ 6 1 〝

上 熊 本 〝 9 3 0 1 1 0 5 7 ~ 6 2 〝
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(7)共同排水設備助成金

公共下水道処理区域内で管きよが布設専れない私道に共同で排水設備を設置する場合、その設備費用の3

分の2以内を助成するもの。

ア　条　件

○　設置場所が公共ますから1 5m以上離れていること

o　利用可能戸数が2戸以上あD、設置後全部が水洗化するもの

o　土地所有者が設置に同意していること

o　布設された管きょの維持管理は申請者の負担で行うこと

イ　助成状況(昭和4 7年度助成開始)

種 別

年度
申 請 件 数 助 成 金 額

5 6
6 件 3, 59 5,90 0 円

5 7 12 2 ,14 6,70 0

5 8 33 8, 73 5,70 0

5 9 68 20 ,06 8,8 00

6 0 78 2 2,β0 6, 600

7　市　営　住　宅

(1)住宅建設状況

ア　総　括

種 別

年度
1 種 2 種 特 定 日 的 合 計

2 0 ′) 5 6
3 ,8 85 3,5 07 1, 37 6 8,7 68
(3, 104 ) (2,7 59 (1, 29 0 ) (7, 153 )

5 7
171
171 )

196 6 3 4 30

1 96 ) 6 3 ) (4 3 0

5 8
118 1 14 0 23 2
118 ) 114 (0 ) (23 2 )

5 9ノ
105

(105 2 2 1 73 39 9

2 2 1 73 ) (▼39 9

6 0
12 0
12 0 )

107 28 25 5

(107 (28 (25 5 )

計
(豊潤 呂) 4, 14 5 1, 540 10 ,08 4

(3, 397 (1,4 54 ) (8, 46 9

(注)　(　)の数字は管理戸数を示す

-230-



イ　第1種住宅

種 別

年 度

木 造 中 層 耐 火 簡 耐 平 家 簡 耐 2 階 計

申 込 者

倍 率

(平 均 )建 設 管 理 建 設 管 理 建 設 管 理 建 設 管 理 建 設 管 理

2 0 ~ 5 6 8 5 5 1 7 7 2 , 1 6 9 2 ,1 6 6 5 8 2 4 9 8 2 7 9 2 6 3 3 ,8 85 3ユ0 4 3 7 , 1 2 5

5 7 1 7 1 1 7 1 1 7 1 1 7 1 4 0 1 2 . 3 4

5 8 1 1 8 1 1 8 1 18 1 1 8 2 0 7 1 . 7 5

5 9 1 0 5 1 0 5 1 0 5 1 0 5 1 2 0 1. 1 4

6 0 1 2 0 1 2 0 1 2 0 1 2 0 1 4 0 1 . 1 7

計 8 5 5 1 7 7 2 , 6 8 3 2 β8 0 5 8 2 4 9 8 2 7 9 2 6 3 4 ,3 9 9 3 ,6 1 8

ウ　第2種住宅

種 別

毎度

木 .造 中層 耐 火 簡 耐 平 家 簡 耐 2 階 計

申 込 者

倍 率

(平 均)建 設 管 理 建 設 管 理 建 設 管 理 建 設 管 理 建 設 管 理

2 0 ~ 5 6 1, 2 4 0 5 4 4 1,2 6 0 1,2 6 0 6 9 7 6 4 5 3 1 0 3 1 0 3 ,5 0 7 2 ,7 5 9 2 0 , 5 4 7

5 7 1 9 6 1 9 6 1 9 6 1 9 6 1 , 0 4 6 5 . 3 3

5 8 1 1 4 1 1 4 11 4 1 1 4 2 5 9 2 . 2 7

5 9 2 2 1 2 2 1 2 2 1 2 2 1 50 4 2 . 2 8

6 0 1 0 7 10 7 1 0 7 1 0 7 5 5 4 5 . 1 8

計 1 , 2 4 0 5 4 4 1 ,8 9 8 1 ,8 9 8 6 9 7 6 4 5 3 1 0 3 1 0 4 ,1 4 5 3 ,3 9 7

エ　特定日的

種 別

年 度

木 造 中 層 耐 火 簡 耐 平 家 簡 耐 2 階 計

2 0 ~ 5 6 5 8 1 , 1 2 9 7 9 2 4 1 , 2 9 0

5 7 6 3 6 3

5 8 0

5 9 7 3 7 3

6 0 2 8 2 8

計 5 8 1 , 2 9 3 7 9 2 4 1 , 4 5 4

(注)改良住宅を含む
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(2)団地別管理戸数

ア　第1 ・第2種住宅

(昭61.4.1環在)

団 地 名 所 在 地

建

設

辛

皮

第 1 種 小

計

第 2 種 小

計

*s

計

家 賃

木

追

中

層

ffi

柄

辛

ffi

耐

そ

の

他

木

造

中

層

簡

m

早

簡

耐

そ

の

他

1 種 2 種

東 本 町 東 本 町 8 ~ 1 0 49 - 5 2 1 0 8 10 8 20 2 0 1 2 8

円

16ヱ伽 - 19.0 00

円

17, 7 0 0

灰 塚 鳥 ! 上 1 丁 0 1 9 3 5 3 6 - 3 7 3 6 3 6 3 6 5.6 0 0 - 5.9 0 0

出 水 水前 寺 公 園 8 7 5 ~ 8 8 8 2 7 - 3 1 I H 3 7 s 15 9 l5 9 5.6 0 0 - 7.6 0 0
菅 原 曹 原 町 4 l 5 、 1 0 - 1 3 2 - 3 5 9 0 9 0 9 0 7.6 0 0

渡 鹿 渡 鹿 4 丁目 16 -1 7 、7 丁 目3- 1 -ト 1 3 0 - 3 1 1 2 2 4 3 6 6 16 2 2 5 8 5,4 0 0 ~ 5 ,7 t)0 3 .0 0 0

s 本 荘 5 丁 目 2 2 7 】 1 3 6 ~ 37 4 8 4 8 4 8 8,8 0 0 - 札90 0
E ll 子 原 島 崎 5 丁 目 2 5 5 3 - 5 4 1 2 1 2 5 4 5 4 6 6 2 7.50 0 19.4伽 ~ 20.000

荒 尾 島 崎 7 T S I 4 8 3 ~ 1 5 2 3 3 3 9 1 6 2 5 2 0 2 0 4 5 5,4 0 0 - 5,6 0 0 3.4 0 0
石 神 の 島崎 3 丁 目 8 0 - 1 2 9 16 1 6 1 6 7.1 0 0
宮 内 段 山本 町 5 2 3 0 1 1 1 3,3 0 0

花 園 上 の原 花 園 5 ]" @ 8 9 0 2 8 6 0 6 0 6 0 3.2 0 0

峠 花 園 6 丁 目 1 0 4 9 ~ 1 0 9 2 - 3 3 1 9 12 1 0 4 1 I l一 11 4 1 5 5 5,3 00 - 6 .3 0 0 3 .2 0 0

中 ▼尾 花 園 6 丁 目 1 1 6 0 4 1 - 4 2 2l0 2 0 2 0 5.1 0 0 - 5 6ォ0

池 田上 ノ原 池 田 2 丁 目 9 4 0 ~ 9 4 3 2 9 3 7 3 7 3 7 3,2 0 0

上 池 田 2 丁 目 1 2 1 0 3 1 H 1 4 1 5 1 6 3 1 4 5 5ー400 3.0 0 0 - 3.40 0

山 の 下 池 田 2 丁 目 1 5 ~ 5 7 3 2 - 3 3 2 8 5 7 85 8 5 3.0 0 0 - 3 .6 00

井 場 の 下 池 田 2 丁 目 9 9 9 ~ 1 0 7 1 3 6 l l l l 3 2 3 2 4 3 6.1 0 0 3,8 0 0

黒 髪 点 髪 4 丁 1 3 6 2 2 8 3 6 3 6 3 6 3.2 0 0

半 田 城 山半 田 町 1 7 4 1 - -4 2 5 4 5 4 5 4 4 .6 0 0 - 5.3 0 0

* サ 薄場 町 5 1 0 3 5 - 3 6 2 6 8 3 4 3 4 3,6 0 0 - 4.2 0 0

八 幡 八 幡 町 5 1 0 5 1 - 5 2 5 4 5 4 7 6 7 6 1 3 0 2 3,50 0 16.7 1的 -1 8,7(氾

笛 田 御 幸 宙 田町 1 7 8 9 5 3 - 5 4 6 0 6 0 6 0 19,ォ0~ 20.C伽

高 橋 高 橋 町 2 6 2 ~ 2 6 9 3 0 6 6 6 3.3 0 0

帯 山 帯 山 1 丁 目 3 7 5 g 5 6 5 6 5 6 2 7, 8 0 0

拝 空 奄 清 水 町大 字 万 石 1 ~ 2 9 2 9 1 5 1 5 5 0 5 0 6 5 5.3 0 0 3,2 0 0

万 石 清 水 町大 字 万 石 2 7 9 ~ 3 2 5 3 2 - 33 3 6 Z l 5 7 5 7 5.4 0 0 - 5.6 0 0

亀 井 清水 亀井 町 7 6 4 3 5 1 5 2 0 3 5 1 2 1 2 4 7 5.7 0 0 3 .6 0 0

高 平 清 水 町大 字 高 平 3 9 1 3 8 - 4 1 9 6 1 8 17 4 1 7 4 7.2 0 0 - 8.2 0 0

新 地 清 水 町大 字 新 地 1 9 1 7 3 7 - 4 8 4 6 2 3 8 2 4 3 0 8 6 1 4 25 3 4 8 3 6 6 6 7 4 6.1 0 0 - 7.4 00 4,1 0 0 - 9.5 00

北 上 上 南 部 町 1 2 7 9 3 9 - 4 2 l 8 l 8 I E 2 6 4 2 6 0 6.6 0 0 4 .3 0 0 - 4.7 00

託 麻 西 原 2 丁 目 4 ー 1 . 新 南部 町 3 3 4 1 - 4 3 7 2 8 4 1 2 6 3 10 8 6 0 l 6 8 3 3 6 6,9 0 0 - 9.9 0 0 4 ,9 0 0 - 7,0 00

弓 削 龍 田 町 弓削 5 9 1 ~ 5 9 3 2 8 6 6 6 3 .2 0 0

堂 の 前 龍 田 町上 立 田 9 1 2 - 5 3 6 5 6 5 6 5 6 4 2 0 0

棉 楠 1 丁 目～ 5 丁 目 43～ 47 5 7 2 2 9 7 8 6 7 9 3 06 6 5 1 8 6 5 5 7 L 2 3 6 8 5 0 0 ~ 1 U OO 6,4 0 0 - 9,2 0 0

東 町 東 町 2 - 1 7 4 8 1 5 0 1 5 0 60 6 G 2 1 0 1 2′00 0 9.5 0 0

武 蔵 ケ 丘 武 蔵 ケ丘 2 丁 目 4 0 4 8 8 0 8 0 8 0 1 4P馳0- 15,5伽

野 越 南 高 江 町 2 2 3 3 4 9 - 5 2 2 8 0 2 8 0 1 5 8 1 5 8 43 8 1 9.100 - 2 3,ヱ伽 14,600 - 17700

長 嶺 長 嶺 町 2 1 7 8 5 0 - 5 1 1 5 0 1 5 0 1 2 0 1 2 0 27 0 2 0 .5 0 0 tも柵 、1S.S仰

琴 平 琴 平 本 町 4 53 3 0 3 0 5 5 5 5 8 5 2 7,8 0 0 2 0.9 0 0

長 嶺 西 長 嶺 町 2 3 3 1 5 3 6 0 6 0 6 0 2 7,5 0 0

枝 林 高 江 町 1 2 5 0 - 3 0 5 4 5 5 5 5 5 5 2 1.0 0 0

乗 ノ 内 高 江 町 1 3 3 9 5 4 1 3 0 1 3 0 4 0 4 0 17 0 2 8,0 0 0 2 1,0 0 0

大 窪 清 水 町大 字 大 窪 2 6 1 5 5 - 5 S 6 0 6 0 9 0 9 0 1 5 0 3 0 .0 0 11 2 2,0 0 0

野 田 野 田町 3 3 1 - 1 5 5′、4 6 6 0 6 0 6 0 6 0 1 2 0 3 0 .0 0 0 2 2,0 0 0

田 迎 田 迎 町 大字 出 仲 間 7 3 3 5 5 - 5 6 7 8 7 8 7 8 2 2.0 0 0

尾 ノ 上 、尾 ノ上 1 丁 目 2 9 、 1 9 5 6 - 5 7 5 5 5 5 5 5 5 5 1 1 0 3 2,0 0 0 2 4.0 0 0

小 島 小 島 下 町 5 3 1 5 6- 5 7 2 0 2 0 ( 0 4 0 6 0 3 2 .0 0 0 2 4,0 0 0

上 ノ 窪 龍 田 町 弓 削 1 6 0 2 5 6- 5 7 2 5 2 5 b ( 6 4 8 9 3 2 .0 0 0 2 4.00 0

J r. i サ 上 ノ郷 町 4 7 1 5 7 5 6 5 6 2 0 20 7 6 3 2,00 0 H O O O

ォ m サ 新 南 部 BI 5 1 I1 5 7 1 5 1 5 1 7 1 7 3 2 3 2,00 0 2 4,0 0 0

戸 島 戸 島 町 3 1 7 3 、 3 1 7 8 5 7 - 5 8 4 5 4 5 9 0 9 0 1 3 5 3 4.00 0 2 6.00 0

城 南 南 高 江 町 2 7 3 7 57 - 5 8 1 5 1 5 2 4 2 4 3 9 3 4,0 0 0 2 6.0 0 0

大 江 大 7工4 丁 目 1 5 - 3 7 5 8 2 0 2 0 2 0 3 7. 00 0

東 尾 ノ 上 尾 ノ上 2 丁 目 2 4 58 3 8 3 8 3 8 3 7. 00 0

下 南 部 下 南 部 町 4 8 5 8- 5 9 1 0 5 1 0 5 1 6 5 1 6 5 2 7 0 3よ伽 一- 31 71叫 25.00 0

東 1 町 桜 東町 4 - 5 59 - 6 0 5 0 5 0 5由 50 1D U 3 9110 0 2 9,5 00

任 土 原 鍵革 町 4 1 7 5 - 1 59 2 0 2 0 1 7 1 7 3 7 3 91 0 11 2 9,0 0 0

B ォ 南高 江 町 2 7 3 7 59 5 0 5 0 4 0 4 0 9 0 3 9,0 0 0 2 9.0 0 0

計 17 7 2 S 8 0 49 8 2 3 9 2 4 3.6 1 8 5 " 1.8 7 4 6 4 5 3 1 0 33 7 3 6β91
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イ　特定日的住宅(第2種住宅)

同 地 名 所 在 地

s

設

早

f

構 遇 別 特 定 日 的 内 訳

家 賃
木

追

中

層

簡

耐

辛

簡

耐 計

引

3

者

低

家

賃.

母

千

改

良

身

障

老

人

也
域
吹

善
向

峠 花園 6 丁 目1 0 4 9 - 1 2 8 1 8 18 1 8
4 6 0 円

井 場 の 下 池田 2 丁 目1 0 3 7 3 8 1 5 1 5 川 5 1.1 6 5- 2,33 0

新 町 新町 4 丁 目9 l 2 4 2 24 2 4 2 4 1.2 0 0

半 田 城 山半田町 1.7 4 1 - 4 2 32 3 2 2 8 4 1.1 0 0- 2,60 0

高 橋 高橋町 2 2 0 2 5 - 3 6 1 0 1 0 6 4 40 0- 1,0 00

新 地 清水町大字新 地 19 1 7 3 8 - 4 8 1 5 46 31 9 2 5 6 1 8 1 0 8 9 5 0- 7,80 0

若 葉 若葉 2 丁 目5 5 3 7 - 4 0 1 59 15 g 15 9 1,20 0

蝣u
栄町 1 9- 2 1

若葉 3 丁 目7 - 1 6 、 7 - 2 2
3 8 - 4 2 I 62 1 62 16 2 1,20 0

宇 留 毛 黒 髪6 丁 目 5 1 1 4 4′～4 5 8 0 80 8 0 2,20 0

棉 楠 1 丁 目～ 5 丁 目 4 3- 4 6 40 1 6 2 4 so 4 5 1 5 10 1 0 1,9 0 0 - 5,10 0

… 鶴 大江町官有無番地 4 7 8 0 8 0 8 0 . 4,00 0

尾 ノ 上 尾 ノ上 1 丁 目 1 9 4 4 4 8 8 0 8 0 2 0 6 0 4,20 0

野 越 南 高江町 2 2 3 3 4 9- 5 2 8 2 8 2 3 8 9 18 1 7 6,50 0 - 1 4,0 00

本 山 本山町官有無番 地 5 0 3 0 3 0 3 0 5.00 0一) 8▼0 0 0

長 嶺 長 嶺町 2 1 7 8 5 0 - 5 1 3 0 3 0 1 4 5 6 5 7,00 0 - 1 3,8 00

南 熊 本 南熊本 1 丁 目 9 5 2 2 1 2 1 21 8,0 00

本 荘 東 本 荘 2 丁 目 6 5 2 6 1 6 1 61 a o oo

琴 平 琴 平本町 4 5 3 3 6 3 6 2 0 5 6 5 10,0 0 0- 2 0,0 0 0

二 本 木 二 本木 4 丁 目1 5 3 4 2 4 2 42 1 4.0 0 0

九 品寺第 1 九 品寺 5 丁 目 1 0 5 4 5 0 5 0 50 8,0 0 0

九品寺第 2 九 品寺 5 丁 目 14 5 4 - 5 9 9 0 9 0 90 8.0 0 0

栗 ノ 内 高江町 1 3 3 9 5 4 30. 30. 9 9 6 6 1 0.5 0 0- 2 1,0 0 0

野 田 i野田町 3 3 1 - 1 5 5 - 5 6 ll. l l 2 7 2 2 2,0 0 0

萩 原 萩 原町 9 5 6 - 5 7 5 0 5 0 50 8一0 0 0

上 ノ 窪 龍 田町弓削 1 6 0 2 5 6 - 5 7 25 2 5 9 1 0 b 1 2,0 0 0- 2 4′00 0

新 南 部 新南部町 5 1 2 5 7 18 18 6 6 6 2 4,00 0

t m s e 下南部町 4 8 5 8 18 1 8 b 6 6 2 5,00 0

佐 土 原 健軍町 4 1 7 5 - 1 5 9 1 8 1 8 6 6 6 2 9,0 00

東 町 桜 東町 4 l 5 6 0 1 0 10 2 3 5 2 9,50 0

計 5 8 1,29 3 7 9 2 4 1,45 4 2 4 2 6 8 10 1 6 13 9 4 8 2 27 2

(3)住宅使用料

ア種別最高最低一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位　円)

ニ ‥ 木 造 中 層 耐 火 簡 耐 平 家 簡 耐 2 階

サ & 最 低 K 最 低 最 高 最 低 車 高 最 低

第 1 種 6, 60 0 5, 30 0 39. 00 0 5, 60 0 8,5 00 5ー6 00 9, 8 00 6, 30 0

第 2 種 4, 500 3,2 00 29. 50 0 7, 900 6,4 00 3, 0 00 7, 4 00 5, 100

特 定 日 的 2, 3 30 400 29. 50 0 1, 2 00 3ー7 00 9 50 4, 600 2, 300
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イ　入居者の基準収入及び割増賃料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位　円)

読 卜ニ
基 準 収 入 収 入 超.過 基 準 額 割 増 賃 料 の 率

第 1 種 10 0, 0 00 を超え 16 2, 000 以下 162, 0 00 を憩え204, 0 00 以下 0.2 倍
204 00 0 を超える場合 0.4

第 2 種 10 0, 0 00 以 下
100 00 0 租 162, 0 00 0.3
162 000 を超 204 , 000 以下 0.5

204 ,00 0 を超える場合 0.8

-ウ　収納状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭和60年度)

区分

種 別
調 定 額 収 入 済 幾 未 収 額 収 納 率

寡 l 種 6 77, 074 ,6 90 円 66 1, 0 62, 7 10 円 16, O il, 980 円 97. 63 %

第 2 種 5 03, 81 4,0 50 479 .7 79. 110 24 ,0 34 , 940 95. 22

特 定 日 的 108, 82 8,0 30 10 1,2 18, 87 5 7, 60 9, 155 93. 00

計 1, 289, 7 16 ,7 70 1, 242 ,0 60, 6 95 4 7,6 56,0 75 96. 30

過 年 度 109, 6 75, 675 2 6, 907, 5 30 82 ,7 68, 14 5 24 .5 3

合 計 1, 399, 392,4 4 5 1,268 , 968, 22 5 130,4 24, 220 90 .6 7

8　住　宅　協　会

名　　　称　　財団法人熊本市住宅協会

設立年月日　　昭和3 1年7月5日

目　　　的　　住宅協会は、市内の住宅困窮者に対して必要な住宅を建設供給し、住宅不足の緩和に努め、

市民生活の向上発展に貢献することを目的とする。

事　　　業　　住宅及び附属厚生施設の建設並びに賃貸又は分請

住宅等の建設に必要な土地の取得、造成又は分譲

住宅及び宅地に関する調査研究並びに啓発

その他必要と認められる事業

役　　　員　　理事長　　市　長

(昭61.5.1現在)副理事長　助　役、建設局長

常務理事　管理部長

理　　事　市議会議員　5名

建設局付技監、都市局長、都市局付参事、総務部長、土木郡長、計画部長、

開発部長、下水道部長

監　　事　収入役、総務局長

基　本　金　1,000千円(市出資金)

資金は市の損失補償を得て市中銀行より借入している。

利　率　年7.5%以内

事業吏施状況　賃貸住宅の建設(管理戸数1 92戸)、分譲住宅の彊設(建設戸数1,0 03戸)を始めとし

て、宅地分譲等を行っている。

-234-



9　道

(1)市域内道路

描

種 別

舗 装 砂 利 道 計 m m w

延 長 面 積 延 長 面 延 長 面 積 延 長 面

国 道
m irf m n f m m P % %

46 ,6 32 9 6 7 ,2 3 1 0 0 46 ,63 2 96 7 ,23 1 1 0 leo

県 道 1 58 ,4 44 1 ,6 44 ,4 5 0 207 2 ,4 8 2 15 8 ,65 1 1 ,6 46 ,93 2 99 .8 6 9 9 .8 4

主 要 地 方 道 4 4 ,132 6 88 ,0 0 7 0 0 4 4 ,13 2 6 88 ,∝汀 100 100

- 般 県 道 114 ,3 12 956 ,4 4 3 オy7 2 ,4 8 2 11 4 ,5 19 9 58 ,9 25 9 9 .8 1 99 .74

市 道 1 ,28 5 ,340 5 ,31 5 ,96 8 4 5 9 ,44 0 1 ,3 1 ,0 8 6 1 ,74 4 ,78 0 6 ,6 97 ,0 54 7 3 .66 7 9 .37

(注) 60年度末現在における認定供用開始分

(2)市　　　道

ア　概　　要

九州の中央部に位置する本市臥九州の交通網の中心として要衝的位置にあれ市城内に国道3号線及

び5 7号線並びに県道3 4路線が主要幹線道路として放射線状に走っているo

これらを補完して路線数7.074本.総延長1,744,780mの市道が市内を網羅しているo

市道の整備状況について見ると.市域内の国道及び県道の舗装率臥それぞれ1 0 0%、 99.85%とそ

のほとんどが舗装されているが、市道につVlて臥延長率で73j66%、面積率では7937%と低く・早急

を整備が望まれる。

なお道路幅員4m以上の舗装については1 0 0%完成しており.今後はl新規認定の市道及び町内の幹

藤一、・I*蝣*蝣*ユ　1111トiV'uSCi'__'.一蝣'・-'蝣H-tijミ:fil. :"fi! ∴ ・ ・一一一ト

また住民の生活環境の改善を図るため昭和5 2年度から私道等整備補助制度を設け、私道等の舗装及び

排水施設等の改良を図っているが、昭和5 6年7月から住民の要望の強い防護柵を補助対象としたo

イ　推　　移

種 別

年度

」i S 砂 利 道 計 舗 装 率 側溝延長

延 長 面 積 延 長 面 積 延 長 面 積 延 長 面 積 累 計

5 6
m 捕 m m3 m nil

6,537,069

% % m
1,180,246 4 ,915,373 537,572 1,621,696 1,717,818 8.71 75.19 1,238,414

5 7 1,212,8!∈格 5 ,035,259 505,654 1 ,519.637 1,718,552 6 ,554 ,8!逓 70.56 76 .81 1,265 ,741

5 8 1,242,247 5,264,164 480,593 1,325,170 1,722,840 6 ,589 ,334 72.10 79.89 1,護)2 ,254

5 9 1,272,328 5,263,412 468,358 1,414,957 1,740.686 6 ,6 78 ,369 73.09 78.81 1,3ま),333

6 0 1,285,340 5,315,968 459,440 1,381,086 1,744,780 6,697,054 73 .(芳 79.37 1,370,853
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ym ^im

(昭61.4.1現在)

宣 げ
8 .5 m 以 上 i.5 ~ 6 .5 6 .5 ~ 4 .5 4 .5 ~ 2 .5 2 .5 ′- 1 .5 1 . 5 未 満 計

延 長 ( m ) 蝣 8 3 2 7 3 7 2 β4 1 3 2 6 β1 2 6 4 2 ,7 4 6 4 4 3 5 9 5 1 6 8 ,7 6 0 1 ,7 3 7 ;ー9 2 7

面 積 (m 2) 1 2 1 1 3 8 8 5 5 3β3 1 1β0 9β3 7 2 1 6 3 ,1 9 3 8 1 6 β7 4 1 4 7 ,2 8 9 6 ,7 0 2 8 1 2

(注)橋梁を除く

エ　市道の認定と廃止

年 度

区 分

5 8 5 9 6 0

本 数 延 長 面 積 本 数 延 長 面 積 * サ 延 長 面 . 積

認 定 140
m ⅡiZ

88
m n il

5 3
m

7 ,74 4 .5

Ⅱf

38 ,C万7 .5 12 0 ,6 82 1(施 ,968 17 ,0 80 99 ,8 02 .0 2

廃 止 24 6 ,6耳) 1 8 ,6 6 9 26 9 ,7 70 .2 27 ,i立6 .9 3 2 1 3 ,5 86 .1 10 ,8 89 .5 7

路 線 の

変 更

変 更 前

28

13 ,0 2 7. 9 4 6 ,3 10 .5 8
15

3 ,99 4 .4 12 ,2 78 . 19

変更 後 10 ,0 6 1 57 ,(カ3 .∝) 3 ,0 0 2 .0 13 ,8 79 .2 6

(荏)認定供用開始分

オ　市道認定基準

道路法(昭和27年法律第1 8 0号)第8条の規定に基づき、市道として路線の認定を受けよ9とする

道路(以IIF 「認定対象道路」という。 )は、道路構造令(昭和4 5年政令第3 2 0号)に適合するもので

あるとともに、次の各号に掲げる要件を具備するもので.現在及び将来の交通量並びに経済効果を勘案の

9え、道路管理者が認めたものでなければならない。

①　認定対象道路は、第5号に該当する場合を除き、その一端は常に法第3条に定める道路に接し.他の

一端は同法同条に定める道路または里道に接し、かつ、認定対象道路が接することとなる一端の道路臥

2.7m以上の幅員を有すること

㊥　認定対象道路の幅員は、 4m以上であることoただし認定対象道路が、開拓道路である場合において

は.その幅員は. 3.6m以上あれば足9るものとする

@　認定対象道路の縦断勾配は. 9%以下であること。ただし地形上やむを得ないと認められる場合にお

いては、これを12%以下とすることができる

④　認定対象道路が階段道埠である場合においてtt>その形状が緊急の際の避難用通路又は歩行者のため
の連絡用通路として、通行上の安全に支障がないと認められるものであること

⑤　認定対象道路が袋路道路である場合においては、当該道路が次に掲げるもののいずれかに該当するも

のであること

(j)公園、学校その他公共施設に通ずる道路で.道路管理者がその認定の必要を認めたもの

(4)道路の延長が. 7 0m以上あるもので、自動車の回転広場を有し、かつ.その沿線に当該道路を利

用するおおむね1 01戸以上の集落が存在すること

力　私道等の整備補助(雇52.4.1 0施行、昭59.4. 1改正)

市道認定基準に合致しない私道等の整備(舗装新設工事、倒幕等排水施設新設工事及び防護柵工事)を

行う者に対して補助金を交付し、もって住民の生活環境の改善を図るo

iD　-蝣焚付対泉

田　現に一般交通の用に供されていること

(4)幅員が2m以上あること。ただし市長が特に認めたものについては1.5m以上とする

(?)道路に接する象屋の戸数が5戸以上あれ　かつ道路に接する土地が相当数以上の所有者によ9所有

されていること

ただし、両端が公道に接続した地域内の道路で、当該地域団体の費用によって施行されるもののうち
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市長が特に認めるものについては.この限りでない

H I'j!'<・-・>Il'''-　- l.iIV」:一　二∴・∴∴-"i,,岩ー:1:　　　二.I.

帥　家屋の連たん後3年以上経過していること

(彰　補助金の額

市長が定める補助基準によ9算出した工事費に7 0% (里道等その敷地が公有地であるものについて

は8 5%)を乗じて得た額

ただし、その額が200万円を超えるときは200万円とし、 1 0万円未満のときは補助金は交付しない

キ　道路管理状況

年 度

業 務 の 円 容 5 8 5 9 6 0

道 路 境 界 立 合

件 件 件

1, 2 8 7 1 , 3 4 9 1 , 3 3 6

道 路 境 界 承 認 152 1 5 4 1 6 b

般

管

市 道 の 証 明 92 9 9 7 2

道 路 工 事 承 認( 2 4条 ) 16 2 1 6 5 2 0 7

公 有 土 地 許 可 申請 145 1 2 2 1 3 7

哩
開 発 行 為 の 同 意 53 8 9 1 1 6

道 路 の 認 定 廃 止 164 1 4 2 8 9

計 2, 0 5 5 2 , 1 2 0 2 , 1 2 3

占
占 用 許 可 申 請 1, 1 7 9 1 , 2 5 3 1 , 1 2 4

占 用 料 金 の 徴 収
8 27 8 1 6 1 , 0 9 4

用 (31 ,1釣 ,岬 ∃) (3 7 ,10 9 ,7 3 1円 ) ( 86 ,3 19 ,8 65 R )

関

係

道 路 掘 削 許 可 3,4 0 9 3 , 2 2 2 3 , 3 9 6

道 路 交 通 制 限 2 , 6 1 5 2 , 9 5 6 2 , 8 5 4

計 8 , 0 3 0 8 , 2 4 7 8 , 4 6 8

ク　道路関係保有車両
(惜61.4. 1現在)

車 両 種 別 台 数 車 両 種 別 台 数 車 両 種 別 B v S

大 型 ダ ン プ 2 グ レ ー ダ ー 1 ブ ル ド ー ザ ー (大 ) 1

大 型 ト ラ ッ ク 1 D - ラ ー (小 ) 1 ス トリー トス イ ー パ - 1

普 通 ダ ン プ 3 振 動 ロ ー ラ ー 2 ラ イ ト バ ン (餐 ) 3

普 通 ト ラ ッ ク ・1 湿 地 ブル ドーザ ー ( /J→ 1 /小 型 ラ イ ト バ ン 1 3

小 型 ダ ン プ 5 シ ョ ベ ル ロ ー..ダ ー 2
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i,麗　k^^^^^^^^^^^Kft.

(昭61.4.1現在)
結 構 長 別 区 分 檎

R

檎

良

橋

面

積

橋 齢 別 現 況 現 況 別 橋 数

15 年

未 満

1 5年 玖上

2 5年未 満

2 5年

以 上

自 動 車

通 行不能

荷 重

制 限
安 全

鍋

橋

1 0 0 m 以上 4
m

5 4 7 . 1 4
LJ

5 , 7 6 2 .3 7 4 4

3 0 m ~ 1 0 0 m 3 2 3 0 . 3 0 1 , 6 5 1 . 7 5 3 1 2

1 5 m ~ 3 0 m 1 5 5 . 8 0 3 5 9 . 0 0 2 2

1 5 m 未 満 8 9 1 . 6 5 3 9 4 . 8 0 7 1 8

計 1 7 9 2 4 . 8 9 8 , 1 6 8 . 4 2 1 6 1 1 1 6

rr

ン.
y

リ

I

ト
檎

1 0 0 m 以 上 1 1 1 0 . 0 0 9 9 0 . 0 0 1 1

3 0 m ′、′1 0 0 m 1 4 7 9 5 . 3 0 3 , 9 7 5 . 9 9 7 7 3 1 1 0

1 5 m ~ 3 0 m 2 7 6 2 3 . 0 0 4 , 5 6 3 . 2 8 1 0 2 1 5 1 9 3 5

1 5 m 未満 8 2 4 3 , 4 5 7 . 7 1 1 6 , 0 9 5 . 3 1 4 0 4 1 5 1 2 6 9 1 6 5 7 6 5 2

計 8 6 6 4 , 9 8 6 . 0 1 2 5 , 6 2 4 . 5 8 4 2 2 1 5 3 2 9 1 1 8 7 l l 6 6 8

鋼 橋

圭

クy 泡
? 令

ト 橋

1 0 0 m 以 上

3 0 m ′- 1 0 0 m 2 1 1 8 . 9 0 7 5 9 . 4 0 2 1 1

1 5 m ′-3 0 m 3 6 1 . 5 5 2 8 6 . 1 7 1 2 2 1

1 5 m 未 満

計 5 1 8 0 . 4 5 1 , 0 4 5 . 5 7 3 2 3 2

木

橋

1 0 0 m 以 上 1 1 0 6 . 6 0 2 6 6 .5 0 1 1

3 0 m ~ 1 0 0 m 3 1 8 8 .6 0 64 0 . 6 4 3 1 2

1 5 m ~ 3 0 m

1 5 m 未 満 1 2 8 3 . 5 5 2 2 5 . 1 9 6 5 1 l l 1

計 1 6 3 7 8 . 7 5 1 , 1 3 2 . 3 3 10 5 1 2 1 3 1

一石

檎

1 0 0 m 以 上

3 0 m ~ 1 0 0 m

1 5 m ′- 3 0 m 1 2 3 . 8 0 1 7 1 . 3 6 1 1

1 5 m 未 満 1 3 3 2 8 7 . 2 0 5 5 4 . 1 0 1 3 3 1 2 6 7

計 1 3 4 3 1 1 . 0 0 7 2 5 . 4 6 1 3 4 1 2 6 7 1

鋼 ー石

橋 ト橋

又橋 と

: 養 曇

リは橋

1 0 0 m 以 上

3 0 m ~ l 0 0 m o 7 0 . 1 0 1 9 9 . 4 7 . 2 1 1

1 5 m ~ 3 0 m

1 5 m 未 満 1 2 . 0 0 6 . 4 0 1 1

計 3 7 2 . 1 0 2 0 5 . 8 7 2 1 2 1

合

計

1 0 0 m 以 上 6 7 6 3 .7 4 7 , 0 1 9 . 3 7 6 1 5

3 0 m ′-1 0 0 m 2 4 1 , 4 0 3 . 2 0 7 , 2 2 7 . 2 5 1 7 7 5 5 1 4

1 5 m ′-3 0 m 3 3 7 6 4 . 1 5 5 , 37 9 . 8 1 1 3 2 1 8 1 9 5 9

1 5 m 未 満 9 7 8 3 , 9 2 2 , l l 1 7 , 2 7 5 . 8 0 4 1 7 1 5 7 4 0 4 2 9 1 2 6 6 6 1

計 1 , 0 4 1 6 , 8 5 3 . 2 0 3 6 , 9 0 2 . 2 3 4 5 3 1 5 9 4 2 9 3 1 6 3 6 6 8 9
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